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始
め
る
に
あ
た
っ
て 

司
会
：
今
回
か
ら
東
京
ブ
ロ
ッ
ク
は
、
全
12

回
で
『
帝
国
主
義
』（
岩
波
文
庫
、
レ
ー
ニ
ン

著
、
宇
高
基
輔
訳
）
を
テ
キ
ス
ト
に
使
用
し
、

『
帝
国
主
義
』
論
を
学
び
ま
す
。
始
め
る
に

あ
た
っ
て
、
東
京
ブ
ロ
ッ
ク
代
表
で
あ
り
、

労
働
大
学
副
学
長
の
奥
山
信
義
さ
ん
か
ら
、

レ
ー
ニ
ン
の
「『
帝
国
主
義
』
論
か
ら
私
た
ち

は
何
を
学
ぶ
か
」、
基
本
的
な
提
起
を
お
願

い
し
ま
す
。 

 

私
た
ち
は
ど
の
よ
う
な 

社
会
に
生
き
て
い
る
か 

奥
山
：
私
た
ち
は
今
ど
の
よ
う
な
社
会
で 

        

生
き
て
い
る
の
か
、
生
か
さ
れ
て
い
る
の
か

で
す
。
ま
ぎ
れ
も
な
く
、
資
本
主
義
社
会
で

生
ま
れ
生
き
て
い
ま
す
。 

皆
さ
ん
も
ご
存
知
の
よ
う
に
、
資
本
主
義

以
前
は
封
建
社
会
（
絶
対
王
政
）
で
し
た
。

資
本
主
義
は
１
６
４
９
年
、
イ
ギ
リ
ス
に
お

い
て
ブ
ル
ジ
ョ
ア
革
命
（
ピ
ュ
ー
リ
タ
ン
＝

清
教
徒
革
命
）
に
よ
り
誕
生
し
ま
し
た
。 

 

産
業
革
命
が
資
本
主
義
発
展
の
梃
子 

そ
の
後
、
18
世
紀
半
ば
か
ら
19
世
紀
に

か
け
て
起
こ
っ
た
産
業
革
命
に
よ
り
、
資
本

主
義
は
産
業
資
本
を
主
要
資
本
と
し 

 

       て
、
自
立
運
動
を
展
開
す
る
ま
で
に
成
長 

し
ま
す
。
こ
の
時
代
の
資
本
主
義
は
自
由
主

義
段
階
の
資
本
主
義
で
す
。
マ
ル
ク
ス
（
１

８
１
８
年
～
１
８
８
３
年
）
は
、
こ
の
時
代

に
、
主
に
イ
ギ
リ
ス
に
住
み
先
進
資
本
主
義

国
で
あ
る
イ
ギ
リ
ス
を
分
析
の
対
象
と
し

て
『
資
本
論
』
を
著
し
ま
し
た
。 

マ
ル
ク
ス
の
死
を
は
さ
ん
だ
１
８
７
３

年
～
１
８
９
６
年
ま
で
の
長
期
不
況
を
契

機
に
独
占
が
発
生
し
、
資
本
主
義
は
帝
国
主

義
段
階
に
入
り
ま
す
。
こ
の
段
階
に
入
る
と

国
家
の
経
済
介
入
は
強
く
な
り
、
資
本
は
国

家
の
介
入
に
よ
ら
な
け
れ
ば
運
動
で
き
な

い
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
す
。
レ
ー
ニ
ン
は
、

帝
国
主
義
段
階
の
こ
の
変
化
を
分
析
し
て
、
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『
帝
国
主
義
』
論
を
著
し
、
帝
国
主
義
戦
争

の
不
可
避
性
を
明
ら
か
に
し
ま
し
た
。 

 【
左
図
表
参
照
】 

出
典
は
労
働
大
学
・
坂
牛
哲
郎
著
『
社
会
を

変
え
る
、
自
分
を
変
え
る
』 

●
資
本
主
義
の
各
段
階 

       

●
帝
国
主
義
段
階
の
各
局
面 

      
 

 

資
本
主
義
も
変
化
し
発
展
す
る 

世
界
資
本
主
義
は
、
不
均
等
発
展
を
繰
り

返
し
矛
盾
が
深
ま
り
、
レ
ー
ニ
ン
が
分
析
し

た
よ
う
に
二
度
の
帝
国
主
義
戦
争
（
第
一
次

世
界
大
戦
：
１
９
１
４
年
～
１
９
１
８
年
、

第
二
次
世
界
大
戦
：
１
９
３
９
年
～
１
９
４

５
年
）
を
人
類
は
経
験
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、

一
時
期
、
ア
メ
リ
カ
に
よ
る
平
和
と
繁
栄
が

１
９
５
０
年
～
１
９
７
０
年
の
間
、
日
本
や

世
界
資
本
主
義
は
空
前
の
高
度
成
長
（
国
家

独
占
資
本
主
義
の
局
面
）
を
と
げ
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。 

し
か
し
、
１
９
７
１
年
に
ニ
ク
ソ
ン
第

37
代
ア
メ
リ
カ
大
統
領
は
「
金
・
ド
ル
交
換

停
止
」
を
発
表
し
、「
金
兌
換
」
が
停
止
さ
れ
、

固
定
相
場
制
か
ら
変
動
相
場
制
に
突
入
し
、

ブ
レ
ト
ン
ウ
ッ
ズ
体
制
は
破
綻
し
、
今
日
の

新
自
由
主
義
の
局
面
へ
と
移
行
し
ま
し
た
。

大
急
ぎ
で
歴
史
を
振
り
返
り
ま
し
た
が
、
詳

し
く
は
第
３
回
、
第
４
回
で
学
習
し
ま
す
。 

 １
９
６
０
年
代
後
半
か
ら 

70
年
代
前
半
は
良
か
っ
た
が
・
・
・ 

こ
の
学
習
会
に
参
加
し
て
い
る
団
塊
の

世
代
は
、
１
９
６
４
年
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
、
１
９
７
０
年
の
大
阪
万
博
や
70
年
代

の
日
本
経
済
の
高
揚
期
と
政
治
闘
争
や
労

働
運
動
の
激
し
か
っ
た
こ
と
を
記
憶
し
て

い
ま
す
。
し
か
し
、
日
本
労
働
組
合
総
評
議

会
（
以
下
、
総
評
）
が
解
散
し
（
１
９
８
９

年
）、
日
本
労
働
組
合
総
連
合
会
（
以
下
、
連

合
）
に
労
働
運
動
の
ナ
シ
ョ
ナ
ル
セ
ン
タ
ー

が
移
行
。
１
９
８
９
年
～
92
年
ま
で
に
東

欧
・
ソ
連
邦
な
ど
社
会
主
義
体
制
が
崩
壊
し

ま
し
た
。 

現
代
の
若
者
は
、
そ
れ
以
降
に
生
ま
れ
育

っ
た
人
が
多
く
占
め
て
い
ま
す
。
だ
か
ら
、

私
た
ち
の
よ
う
に
戦
後
の
民
主
教
育
で
な

く
、
競
争
社
会
の
学
校
教
育
で
育
っ
た
若
者

帝
国
主
義
は
１
８
９
０
年
代
を
起
点
と
し
て
今

日
ま
で
続
い
て
い
る
が
、
１
９
３
０
年
代
ま
で
を
古

典
帝
国
主
義
、
１
９
３
０
年
～
１
９
７
３
年
を
国
家

独
占
資
本
主
義
、
１
９
７
３
年
以
降
を
新
自
由
主

義
の
各
局
と
し
て
捉
え
て
い
ま
す
。 
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た
ち
は
、
今
日
の
社
会
の
矛
盾
の
原
因
を
掴

め
ず
、
自
己
責
任
に
追
い
や
ら
れ
て
い
る
と

思
い
ま
す
。 

確
か
に
、
レ
ー
ニ
ン
の
『
帝
国
主
義
』
論

は
難
し
い
で
す
。
だ
か
ら
、
深
掘
り
せ
ず
、

ポ
イ
ン
ト
を
絞
り
行
な
っ
て
い
き
ま
す
。
今

の
支
配
者
階
級
は
、
社
会
の
矛
盾
を
覆
い
隠

し
、
個
人
の
努
力
、
個
人
の
責
任
に
転
嫁
し

て
い
ま
す
。 

皆
さ
ん
と
と
も
に
、
現
代
社
会
の
諸
矛
盾
、

人
間
ら
し
く
生
き
て
ゆ
け
な
い
現
状
や
実

態
を
あ
ぶ
り
出
し
て
ゆ
き
た
い
で
す
。 

そ
れ
で
、
レ
ー
ニ
ン
が
『
帝
国
主
義
』
論

の
最
後
に
、
帝
国
主
義
は
死
滅
し
つ
つ
あ
る

資
本
主
義
で
あ
る
。
資
本
主
義
も
変
化
・
発

展
し
、
帝
国
主
義
は
最
高
の
段
階
で
こ
れ
以

上
経
済
は
成
長
し
な
い
で
、
腐
っ
て
い
く
、

ズ
ブ
ズ
ブ
と
社
会
は
腐
っ
て
い
く
。「
資
本

主
義
の
停
滞
と
腐
朽
化
」
と
称
し
ま
し
た
。

こ
の
こ
と
の
入
り
口
を
今
回
は
探
り
た
い

と
思
い
ま
す
。 

 

非
正
規
労
働
者
の
急
増 

司
会
：
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
奥
山

副
学
長
が
資
本
主
義
の
誕
生
、
発
展
、
衰
退

の
歴
史
を
駆
け
足
で
説
明
さ
れ
ま
し
た
。

「
ま
ず
、
現
代
帝
国
主
義
の
諸
矛
盾
を
は
っ

き
り
さ
せ
よ
う
」
と
の
提
起
で
す
。
率
直
な

意
見
や
感
想
を
く
だ
さ
い
。 

田
口
：
昨
年
、
安
倍
・
菅
首
相
か
ら
岸
田
首

相
に
代
わ
り
、「
新
し
い
資
本
主
義
」「
成
長

と
分
配
」
と
言
っ
て
い
る
が
、
期
待
し
そ
う

に
な
る
が
大
丈
夫
で
す
か
ね
。 

奥
山
：『
賃
銀
・
価
格
お
よ
び
利
潤
』
で
学
ん

だ
よ
う
に
、
労
働
者
が
働
き
新
た
な
剰
余
価

値
を
生
み
出
し
ま
す
。
そ
の
剰
余
価
値
を
産

業
資
本
が
搾
取
し
、
利
潤
と
し
て
蓄
え
ま
す
。

マ
ル
ク
ス
は
、
一
部
は
地
代
と
し
て
地
主
に
、

ま
た
利
子
と
し
て
銀
行
な
ど
の
金
融
資
本

に
分
配
さ
れ
る
と
言
っ
て
い
ま
す
。
現
代
、

富
豪
ト
ッ
プ
10
に
は
、
米
ア
マ
ゾ
ン
創
業

者
や
米
マ
イ
ク
ロ
ソ
フ
ト
創
業
者
、
米
グ
ー

グ
ル
創
業
者
な
ど
が
名
前
を
連
ね
て
い
ま

す
。
こ
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
禍
の
パ
ン

デ
ミ
ッ
ク
で
世
界
の
大
富
豪
は
い
ち
だ
ん

と
裕
福
に
な
り
、
そ
の
一
方
で
、
貧
困
状
態

で
暮
ら
す
人
々
は
増
加
し
た
と
報
じ
ら
れ

て
い
ま
す
。 

齋
藤
：
そ
う
だ
ね
。
日
本
で
も
非
正
規
労
働

者
が
多
く
な
っ
た
。
今
や
全
体
の
約
40
％
、

雇
用
者
の
５
人
に
２
人
が
非
正
規
雇
用
者

と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
年
収
２
０
０
万

円
台
の
人
は
、
給
与
所
得
者
全
体
の
15
・

５
％
（
８
１
４
万
人
）
で
、
６
人
に
１
人
と

い
う
割
合
で
す
。
男
女
別
で
は
、
男
性
は
全

体
の
12
・
７
％
（
約
３
６
５
万
人
）、
女
性

は
全
体
の
21
・
５
％
（
約
４
３
１
万
人
）
で
、

女
性
の
方
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。（
国
税

庁
に
よ
る
２
０
２
０
年
度
の
「
民
間
給
与
実

態
統
計
調
査
」） 

  

失
わ
れ
た
30
年
、
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー 

千
葉
：「
失
わ
れ
た
30
年
」
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
ネ
。
こ
れ
ま
で
「
公
助
」
で
社
会
的
に

支
え
合
っ
て
き
た
も
の
が
「
自
助
」
を
押
し

付
け
ら
れ
、
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
〔
法
令
上
の
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定
義
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
家
族
に
ケ
ア
を
要

す
る
人
が
い
る
場
合
に
、
大
人
が
担
う
よ
う

な
ケ
ア
責
任
を
引
き
受
け
、
家
事
や
家
族
の

世
話
、
介
護
、
感
情
面
の
サ
ポ
ー
ト
な
ど
を

行
な
っ
て
い
る
18
歳
未
満
の
子
ど
も
を
い

い
ま
す
。〕
が
多
く
生
み
出
さ
れ
た
、
と
今
朝

の
テ
レ
ビ
で
報
じ
て
い
ま
し
た
。「
ま
さ
に
、

自
己
責
任
を
押
し
付
け
る
典
型
で
す
。
自
分

で
家
族
を
支
え
る
。
家
庭
内
で
何
と
か
す
る

も
の
と
、
教
え
ら
れ
て
き
て
い
る
。」「
だ
か

ら
、
学
業
に
専
念
で
き
な
い
子
ど
も
た
ち
が

増
え
、
学
力
が
下
が
る
の
は
当
た
り
前
。」
と
、

若
い
コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー
が
言
っ
て
い
ま
し

た
。 

佐
久
間
：
コ
ロ
ナ
禍
で
、「
雇
止
め
」「
シ
フ

ト
減
ら
し
」「
雇
用
給
付
金
を
払
わ
な
い
」
な

ど
、
コ
ロ
ナ
を
理
由
に
企
業
主
の
や
り
た
い

放
題
が
ま
か
り
通
っ
て
い
る
現
実
が
ゴ
ロ

ゴ
ロ
あ
る
ね
。 

高
井
：
昨
年
に
続
き
、
12
月
31
日
の
大
晦

日
、
新
年
の
元
日
に
「
コ
ロ
ナ
支
援
相
談
村
」

を
労
働
組
合
・
弁
護
士
・
市
民
グ
ル
ー
プ
な

ど
実
行
委
員
会
形
式
で
、
新
宿
区
大
久
保
公

園
で
行
い
ま
し
た
。
年
ま
た
ぎ
の
２
日
間
で

述
べ
４
６
８
名
が
相
談
村
に
訪
れ
た
と
、

「
ユ
ニ
オ
ン
ネ
ッ
ト
お
互
い
さ
ま
」
が
報
告

し
て
い
ま
す
。 

高
原
：「
女
性
の
た
め
の
女
性
に
よ
る
相
談

会
」
が
年
末
と
年
始
に
同
公
園
で
２
回
行
わ

れ
ま
し
た
。
12
月
25
日
に
83
名
・
26
日

に
86
名
、
１
月
８
日
に
１
１
５
名
・
９
日
に

98
名
、
延
べ
３
８
２
名
が
訪
れ
相
談
さ
れ

ま
し
た
。
介
護
や
生
活
保
護
の
相
談
が
主
で

す
。
活
字
に
で
き
に
く
い
女
性
な
ら
で
は
の

相
談
も
数
多
く
あ
り
ま
し
た
。 

司
会
：
皆
さ
ん
の
報
告
に
あ
る
よ
う
に
、
今

日
、「
失
わ
れ
た
30
年
」
と
い
わ
れ
る
状
態

を
、
な
ぜ
招
い
た
の
で
し
ょ
う
か
。 

芳
賀
：
色
々
な
側
面
は
あ
る
で
し
ょ
う
。「
労

働
条
件
は
、
労
働
者
が
人
た
る
に
値
す
る
生

活
を
営
む
た
め
の
必
要
を
充
た
す
べ
き
も

の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
定
め
た
労
働

基
準
法
（
以
下
、
労
基
法
）
第
一
条
は
、「
労

働
条
件
の
最
低
基
準
」
を
規
定
し
て
い
ま
す
。

制
定
が
１
９
４
７
年
４
月
で
あ
り
日
本
国

憲
法
の
施
行
前
で
、
以
来
、
戦
後
の
労
働
法

家族に代わり、

買い物、炊事、

家事を行う

幼いきょうだ

いの世話をす

る

障がいのある

きょうだいの

世話をする

目を離せない

家族の見守り

をする

ヤングケアラーはこんな子どもたちです
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制
の
中
で
最
も
重
要
な
役
割
を
果
た
し
、
１

９
８
８
年
ま
で
は
40
年
の
長
期
に
わ
た
っ

て
変
え
ら
れ
る
こ
と
な
く
経
過
し
て
き
ま

し
た
。 

し
か
し
、
資
本
の
要
請
に
よ
り
、
自
民
党

政
権
下
で
労
働
法
制
が
改
悪
さ
れ
ま
し
た
。

ま
ず
、
１
９
８
５
年
に
労
働
者
派
遣
法
が
制

定
さ
れ
、
88
年
に
「
週
休
二
日
制
」
を
標
榜

し
た
「
週
40
時
間
制
」
に
改
め
ら
れ
た
。
こ

れ
ま
で
労
基
法
で
は
「
１
日
・
８
時
間
、
週

48
時
間
」
と
さ
れ
て
い
た
の
が
、「
週
40
時

間
、
１
日
８
時
間
」
と
巧
妙
に
変
え
ら
れ
ま

し
た
。
今
日
の
「
自
由
な
働
き
方
」
と
言
わ

れ
る
「
シ
フ
ト
勤
務
」「
変
形
労
働
」
な
ど
資

本
の
要
望
ど
お
り
の
「
自
由
な
働
か
せ
方
」

の
原
型
が
作
ら
れ
ま
し
た
。 

ま
た
、
１
９
９
５
年
に
日
本
経
営
者
団
体

連
盟
の
『
新
時
代
の
「
日
本
的
経
営
」』
は
そ

の
象
徴
で
あ
り
、
雇
用
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
、

「
長
期
蓄
積
能
力
活
用
型
グ
ル
ー
プ
」「
高

度
専
門
能
力
活
用
型
グ
ル
ー
プ
」「
雇
用
柔

軟
型
グ
ル
ー
プ
」
に
分
類
し
て
経
営
の
効
率

化
を
図
ろ
う
と
し
て
、
今
日
の
非
正
規
社
員

と
言
わ
れ
る
層
が
作
ら
れ
ま
し
た
。 

そ
の
た
め
に
、
そ
れ
ら
に
抵
抗
し
て
き
た

総
評
を
つ
ぶ
し
、
日
本
社
会
党
を
解
党
す
る

た
め
に
、
そ
の
中
心
的
役
割
を
担
っ
て
き
た

国
鉄
労
働
組
合
を
叩
き
つ
ぶ
す
こ
と
が
最

重
要
課
題
と
、
中
曽
根
元
首
相
は
全
マ
ス
コ

ミ
を
総
動
員
し
て
攻
撃
し
解
体
し
て
き
ま

し
た
。
そ
の
後
、
結
成
さ
れ
た
連
合
は
、「
労

使
協
調
」
か
ら
「
労
使
一
体
」
で
、
労
働
者

を
助
け
る
ど
こ
ろ
か
労
働
者
イ
ジ
メ
を
し

て
い
る
の
が
現
実
で
す
。 

 
現
代
社
会
は
人
間
ら
し
く 

暮
ら
し
て
ゆ
け
な
い
社
会 

司
会
：
皆
さ
ん
か
ら
の
報
告
で
、
現
代
社
会

は
、
人
間
が
人
間
ら
し
く
住
み
生
活
し
て
ゆ

け
な
い
、
暮
ら
し
て
ゆ
け
な
い
社
会
に
な
っ

て
い
る
こ
と
が
浮
き
彫
り
に
さ
れ
ま
し
た
。

で
は
、
奥
山
さ
ん
か
ら
も
う
一
度
ま
と
め
て

も
ら
い
た
い
と
思
い
ま
す
。 

奥
山
：
ド
ル
高
を
是
正
す
る
た
め
、
１
９
８

５
年
９
月
の
プ
ラ
ザ
合
意
（
Ｇ
５
＝
先
進
５

ヵ
国
蔵
相
・
中
央
銀
行
総
裁
会
議
）
で
、
為

替
レ
ー
ト
に
よ
り
円
高
・
ド
ル
安
が
決
め
ら

れ
、
国
内
に
生
産
拠
点
を
持
っ
て
い
た
産
業

資
本
は
海
外
進
出
＝
直
接
投
資
に
踏
み
切

り
ま
し
た
。
そ
れ
で
、
日
本
国
内
の
第
二
次

産
業
の
製
造
業
が
縮
小
し
、
剰
余
価
値
を
生

み
出
す
こ
と
が
困
難
に
な
り
、
社
会
の
成

長
・
発
展
に
ブ
レ
ー
キ
が
か
か
り
ま
す
。
ア

メ
リ
カ
は
、
第
二
次
世
界
大
戦
後
す
ぐ
に
海

外
進
出
し
、
他
国
に
「
寄
生
」
す
る
金
融
国

家
に
な
り
ま
し
た
。 

日
本
の
産
業
で
引
っ
張
っ
て
い
る
の
は

自
動
車
し
か
な
い
。
電
機
・
半
導
体
ダ
メ
、

鉄
も
ダ
メ
、
造
船
も
ダ
メ
で
す
。
繕
う
た
め

の
弥
縫
策
と
し
て
「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
」
な
る
も
の

で
ご
ま
か
そ
う
と
し
て
い
ま
す
。 

岸
田
新
首
相
が
、「
新
し
い
資
本
主
義
」
と

言
っ
て
も
、「
こ
れ
以
上
の
成
長
と
発
展
の

芽
は
な
い
」
と
い
う
こ
と
は
明
ら
か
で
す
。

今
の
ま
ま
で
い
く
と
、
資
本
主
義
体
制
で
い

く
ら
頑
張
っ
て
も
社
会
の
発
展
も
な
く
、
私
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た
ち
労
働
者
階
級
に
は
未
来
は
な
い
と
い

う
こ
と
で
す
。
政
治
も
経
済
も
腐
っ
て
い
き
、

安
倍
元
首
相
の
と
き
に
「
森
友
・
加
計
問
題
」

「
桜
を
見
る
会
」
な
ど
が
起
こ
り
ま
し
た
。

批
判
が
あ
っ
て
も
糾
さ
な
い
政
治
、
世
の
中

に
な
っ
て
い
ま
す
。 

 

腐
り
き
っ
た
現
代
帝
国
主
義
と
」 

 
 

労
働
者
階
級
の
今
後
の
課
題 

 

現
代
の
帝
国
主
義
段
階
の
経
済
も
社
会

全
般
も
腐
っ
て
い
ま
す
。
亡
き
坂
牛
哲
郎
学

長
は
」、
今
の
資
本
主
義
社
会
は
「
ゴ
ム
が
伸

び
き
っ
て
い
る
状
態
だ
」「
チ
ョ
ッ
と
引
っ

張
れ
ば
、
ゴ
ム
は
切
れ
て
資
本
主
義
社
会
は

倒
れ
る
」
と
提
起
さ
れ
ま
し
た
。 

す
ぐ
に
倒
れ
る
が
倒
す
側
の
労
働
者
階

級
が
や
ら
れ
て
い
る
。
労
働
者
階
級
を
つ
ぶ

す
た
め
に
集
中
し
た
の
が

「
国
労
攻
撃
」
で
し
た
。
日

本
の
階
級
闘
争
を
推
し
進
め

て
き
た
国
労
を
解
体
し
、
日

本
社
会
党
の
解
党
で
た
た
か

う
部
隊
を
つ
ぶ
す
こ
と
で
、

資
本
主
義
社
会
の
延
命
を
図

っ
て
き
た
と
い
う
こ
と
で
す
。 

 

『
帝
国
主
義
』
論
を 

 

学
ぶ
意
義
が
大
き
い 

マ
ル
ク
ス
は
、
資
本
主
義

の
自
由
主
義
段
階
に
生
き
研

究
し
、
盟
友
エ
ン
ゲ
ル
ス
と
共
に
、『
共
産
党

宣
言
』『
資
本
論
』
な
ど
を
ま
と
め
上
げ
ま
し

た
。
経
済
構
造
の
内
部
矛
盾
が
必
ず
起
き
、

支
配
者
階
級
と
被
支
配
者
階
級
の
階
級
対

立
が
激
化
し
、
革
命
が
起
き
る
法
則
性
を
明

ら
か
に
し
ま
し
た
。
ま
た
、
社
会
主
義
が
願

望
で
も
な
け
れ
ば
空
想
で
も
な
く
、
科
学
的

な
必
然
性
を
も
っ
て
い
る
こ
と
も
『
資
本
論
』

で
述
べ
て
い
ま
す
。
マ
ル
ク
ス
の
没
後
、
レ

ー
ニ
ン
は
「
帝
国
主
義
」
段
階
に
発
展
し
た

資
本
主
義
を
分
析
し
、『
帝
国
主
義
』
論
を
完

成
さ
せ
、
１
９
１
７
年
の
ロ
シ
ア
革
命
を
指

導
し
実
現
さ
せ
ま
し
た
。
今
日
こ
そ
、
私
た

ち
が
『
帝
国
主
義
』
論
を
学
び
自
分
の
も
の

と
す
る
意
義
が
大
き
い
と
思
い
ま
す
。
共
に

学
ん
で
ゆ
き
ま
し
ょ
う
。 

司
会
：
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
次
回
は
、

齋
藤
邦
彦
事
務
局
長
に
、
レ
ー
ニ
ン
は
『
帝

国
主
義
』
論
で
何
を
訴
え
た
か
っ
た
か
、
を

レ
ポ
ー
ト
し
て
も
ら
い
ま
す
。 

 


